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本書は “食品の放射能汚染” と “食品照射” の情報を探り、その還元に活動する「診療放射線技師」が

情熱で綴った、 『放射線と共生するための「副読本」』の姉妹編で、 『安全 ・ 安心への取り組み「副読本」』

をテーマにしたものです。

＜特 長＞  次の５点を軸に編纂されています

○ 身の回りの放射線を学ぶ          ○ 食品の放射能汚染対策の現状を知る

○ 放射能のリスクを考える            ○ 食品の放射能汚染と食品照射を知る

    ○ 福島県における「食と放射線の安全・安心への取り組み」
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